
 世の中には多くの情報があふれています。その中から、いかにウソ

（フェイク）に惑わされずに、本質をとらえるかを考える本です。 

 今の世界には、強い言葉で言いきったり、聞きたいことしか聞かな

い態度があふれています。この姿勢こそが、世の中の分断を深めてい

ると著者は指摘しています。「二つに分けられるほどこの世界は単純で

はない」という言葉が象徴的です。そうした分断する立場に陥らない

ために、私たちは「もっともらしく聞こえることを疑う」、「相手の言

わないことに耳を澄ます」、「結論だけでなく、全体の話の全体像をみ

る」といったことに気を付けるべきだと教えてくれます。これらは、

メディアリテラシーの基本です。ぜひ、こうした態度を養い、情報の

海を溺れずに渡っていきたいものです。 

新着図書の中から司書がおススメする本を紹介します。 

期限：８月２８日 

冊数無制限！ 
夏はまとめて本を読むチャンス！ 

この機会に、長編などにも 

チャレンジしてみてね！！ 

 

今年も図書委員会は、木もれ陽祭で古

本市を行います。集まった収益金は、日本

赤十字を通じて寄付をします。 

不要な本がある人、１冊からでかまいませ

んので、ぜひ図書館までお持ちください！ 

お待ちしています。 

361－マ 

『本質をつかむ聞く力』 

松原耕二／著 筑摩書房 

夏休みに開館する日もあります。 

 本を読みに、自習に、涼みに、来てね。
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